




研究目的 

1980 年,日産婦会妊娠中毒症問題委員会委員長:鈴木雅洲)では,妊婦の蛋白尿について,妊

娠中毒症判定基準の下限値は,24 時間尿中蛋白がエスバッハ法で 0.3%以上,また妊娠中毒

症の蛋白尿の重症度判定基準は,24 時間尿中蛋白がエスバッハ法で 2%以上と提案している

。妊娠・分娩・産褥の尿蛋白定性・定量検査の精度は,母体・胎児の予後にも影響する重要

な検査である。妊婦検診での尿試験紙法は,尿蛋白スクリーニング検査として,その簡便さ

からひろく普及している。今回,われわれは,妊娠中毒症の蛋白尿診断におけるペーパーテ

ストの使用について検討し,その問題点を指摘した。 


